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第 911 回 平成 17 年 12 月 21 日（水）

本日のプログラム
１．点　　　　　　　鐘

２．「我 ら の 生 業」

３．会　長　の　時　間

４．幹　 事　 報 　告

５．ク ラ ブ 協 議 会

６．点　　　　　　　鐘

第 910 回の記録　　　　 平成 17 年 12 月 14 日

★　会長の時間　　　　　　　会長　岩切正司 君

　

　今日は、今年度の職業奉仕賞予定になっています

（坂本さん）佐土原人形の話を致します。

　佐土原人形は節句人形として重宝がられ、すこや

かで賢い子供に育つようにと端午の節句の”鯉持”

”馬乗”桃の節句の”内裏雛”等がある。

　代表的な”饅頭喰”は幼童に向かって「お父さん

とお母さんどっちが好き？」と問いかけたところ手

にした饅頭を二つに割って「この饅頭はどちらがお

いしい？」と問い返したという伝えにヒントを得て

作られた。

京都の伏見人形に原型を

持つ”饅頭喰”は当初男

の子をモデルに制作され

たが３代目に男の子から

女の子に変わり着物の襟

が左前から右前のものも

あり頭には髷をつけ今の

佐土原人形になった。　

　江戸時代の城下町佐土原で栄えた歌舞伎の一場面

を表した”忠臣蔵” ”いがみの権太” ”静御前と狐

忠信”等多くの作品は人形の眼や顔の表情に特色が

あり最も伝統を受け継いでいる作品が多い。
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次週 12 月 28 日プログラム予定　　特別休会

 鯉持

馬武者

　内裏雛（旧作対）

仮名手本忠臣蔵（対）

　　忠臣蔵

（お里と弥助対）

 いがみの権太

饅頭喰　 饅頭喰（童子）



　　家内安全・商売繁盛を願う”高砂” ”扇持”

　等の縁起人形や、犬・女学生・神代等の風俗人

　形の作品も多くある。

　★　幹事報告　　　　　　　　　柳田光寛 君　

　　例会変更

　　小林ＲＣ　12 月第三例会は 12 月 21 日（水）

　　　　　　　18 時 30 分より

　　　　　　　ガーデンベルズ小林

　　18 年 1 月 4 日（水）の例会は年始の為、

　　特別休会。

１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか

２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか
■　四つのテスト

　　　　出席状況　第 907 回　平成 17 年 11 月 16 日
会 員 数　　　29 名　　　　　　欠 席 者 数　　 10 名
出席者数　　　19 名　　　　　　メークアップ　　　3名
出 席 率　　　65.5 ％　　　　　修正出席率　 　75.8 ％

 

ロータリー家族月間について

　ロータリーの12月は、今年から『家族月

間』に指定されました。これまで２月の第

２週が『家族週間』でしたが、それが本年

度から『家族月間』に『昇格』したのです。

 '95-'96 年度のＨ.ブラウンＲＩ会長は、

 「世界平和は、地域・家族から始まる」と

云う考えでした。  『家族週間』は、その考

えから始まったのです。本年度のＪ.Ｂ.マ

ジイアベ会長は、その考えを一歩進めて、

『家族月間』を設けたのです。

　ロータリーでは、これまでも家族の大切

さを強調してきました。それは、ロータリ

ーが持っている予見性によるものです。

　わが国に例をとってみましょう。高齢者

福祉に対する所謂ゴールド・プランが設定

されるまえ、福祉制度が充実してくると、

家族の機能が失われはしないか、それに対

してどのように取り組んだらよいかと訴え

たことがあります。

　それから何年か経ちました。日本の家族

構造も随分変わってきました。時代が変わ

るにつれて、家族の構造や機能に年かが起

こるのは、当然のことと云ってもよいでし

ょう。しかしながら、それによって家族の

絆が失われるとしたら、家族の形も時とと

もにかわるものだと、ただ眺めているだけ

では済まされないでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　RC　HP より

高砂（対）

 女学生

扇持

 鯨

ひえつき

干支の馬


